
参考資料

令和６年度 宿泊実態に関するアンケート調査
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調 査 目 的
今後の宿泊税のあり方検討の参考とするため、宿泊料金や宿泊税の申告・徴収実務、使途等について
都内宿泊施設事業者に対するアンケート調査を実施

調 査 対 象 都内宿泊施設 4,101者 （旅館・ホテル、簡易宿所、民泊）

調 査 時 期 R6(2024)年10月末～12月 （オンライン回答）

回 答 数 434者／4,101者（回答率10.58％） ※旅館・ホテル273者、簡易宿所・民泊161者

◼ アンケート調査の概要
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調査の概要



26%

24%

17%

11%

9%

8%

4%

人手不足

施設の老朽化

収益性が上がらない

DX・デジタル化

インバウンド対応

特になし

その他

⚫ 「人手不足」、「施設の老朽化」、「収益性が上がらない」が上位

「その他」意見の例

ホテル・旅館

• 固定経費（水道光熱費、業務委託費など）
が年々増加している

• 物件を借りることができず、部屋数を増や
すことができない

• 行政の手続が面倒

簡易宿所・民泊

• チェックイン時のトラブルが多い

• （民泊）180日の制限をなくしてほしい

• 区の営業規制が厳しい

• 清掃のクオリティを上げたい

（N=430）

◼ 経営上の課題
現在、ホテル・旅館、簡易宿所・民泊の経営で課題だと
感じていることは何ですか？（複数回答可）

16%

14%

13%

9%

9%

9%

8%

7%

7%

5%

5%

4%

2%

地域における観光まちづくりの推進

快適な観光実現のための環境整備

（案内機能向上、バリアフリー化等）

観光関連事業者の経営力強化

（人材確保支援、ＤＸ等）

海外プロモーション推進等

新たな観光テーマの開拓

「食」の魅力の強化

多摩・島しょ地域の観光振興

文化資源の活用促進

ナイトタイム観光の促進

日本各地との連携の促進

サステナブル・ツーリズムの推進

ビジネス交流の拡大

（ＭＩＣＥ誘致等）

その他

⚫ 「地域における観光まちづくりの推進」、「快適な観光実現のための
環境整備」、「観光関連事業者の経営力強化」が上位

◼ 必要な観光施策
東京の観光産業を成長させるために必要だと思う
取組みについて教えてください（複数回答可）

（N=428）

「その他」意見の例

ホテル・旅館
• インバウンドに対す

る日本文化及びモラ
ルの理解促進

• 質の高い清掃 など

簡易宿所・民泊
• 宿泊日数制限の緩和

令和６年度 宿泊実態に関するアンケート調査 ２

経営上の課題・必要な観光施策



⚫ ホテル・旅館は１万円未満が３割弱となった一方、比較的高額な宿泊も一定数存在している。

⚫ 簡易宿所・民泊については、１万円未満が約９割であった。

◼ 価格帯別宿泊者

各宿泊料金の区分に該当する、直近１年間の延べ宿泊者数を教えてください（直近１年間＝2023年10月～2024年9月）
※宿泊料金は大人１人１泊あたりの素泊まり料金とサービス料（食事代・消費税等を除く）

簡易宿所･民泊

ホテル･旅館

回答分合計
約34万人泊
（N=145）

回答分合計
約997万人泊
（N=247）

１万円以上1.5万円未満 ４%（約1.4万人泊）

1.5万円以上 ３%（約1万人泊）

１万円未満 91%
（約31万人泊）

２万円以上３万円未満 ８%（約84万人泊）

３万円以上５万円未満 10%（約104万人泊）

５万円以上10万円未満 10%（約103万人泊）

10万円以上50万円未満 ４%（約42万人泊）

令和６年度 宿泊実態に関するアンケート調査 ３

１万円未満 27%
（約274万人泊）

１万円以上

1.5万円未満 21%
（約212万人泊）

１.5万円以上
2万円未満 18%
（約178万人泊）

価格帯別延べ宿泊者数

※端数処理の関係上、合計が一致しない場合がある。



◼ 宿泊料金の価格推移（過去５年間の平均･最高・最低価格）

2019～2024年の宿泊料金の平均･最高･最低の価格を教えてください
※宿泊料金は大人１人１泊あたりの素泊まり料金とサービス料（食事代・消費税等を除く）

※各回答値の単純平均を取ったものであり、部屋数や人数を加味した加重平均ではない

⚫ 2024年のホテル･旅館の最低価格（平均値）は、免除基準の１万円を超過

⚫ 2024年の簡易宿所･民泊の最高価格（平均値）は、免除基準の１万円を超過
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（ホテル旅館）
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最高価格

（ホテル旅館）

単位：円

◼ 宿泊料金の変動状況（コロナ禍前との比較～10年後見込み）

・コロナ禍前と比較して宿泊料金の価格はどう変動しましたか
・宿泊料金価格の今後の見込みを教えてください

⚫ コロナ禍前と比較して宿泊料金が高くなったとの回答が６割

⚫ 今後の宿泊料金について、５～10年後も「引き続き高いまま維持」

または「さらに高くなる」との回答が６～７割

59%

38% 44% 39%

23%
53%

24%
24%

3%

4%

10%
6%

15%
5%

21%
31%

コロナ禍前との比較 １年後 ５年後 10年後

高くなった／高くなる 同水準 安くなった／安くなる 分からない

（N=417)

59%

６割
コロナ禍前より
高くなった

９割
１年後にさらに

高くなる
・

高い水準を維持

７割
５年後にさらに

高くなる
・

高い水準を維持

６割
10年後にさらに

高くなる
・

高い水準を維持

（N=378) （N=367) （N=360)
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（N=339)

ホ
テ
ル

旅
館

最高価格 50,219円 47,831円 51,786円 48,633円 61,426円 62,050円

平均価格 10,397円 8,360円 8,339円 9,726円 12,360円 13,634円

最低価格 6,262円 5,878円 5,849円 6,251円 8,828円 10,219円

簡
易
宿
所

民
泊

最高価格 9,123円 8,691円 9,370円 9,216円 10,578円 13,680円

平均価格 6,222円 5,726円 5,877円 6,802円 8,104円 9,837円

最低価格 5,470円 5,07円 5,219円 5,940円 6,366円 7,043円

ホテル旅館
最高価格

簡易宿所・民泊
最高価格

ホテル旅館
最低価格

宿泊料金の価格推移



◼ 申告実務の状況

現在の申告方法を
教えてください

電子申告をしていない、または、電子申告をしている
が課題に感じていることを教えてください

電子申告
45％

紙申告
55％

（N=118）

28%
6%

13%
24%

30%

その他

セキュリティに不安がある

電子申告ができると知らなかった

電子申告のやり方が分からない

電子申告だとかえって手間がかかる

「その他」意見の例
• 電子申告に慣れていない（紙申告に慣れている）
• 電子証明書の取得に費用がかかる、また法務局への訪問が手間
• 会社の方針として
• 検討中

◼ 特別徴収実務の状況

宿泊税の納入申告書･月計表はどのように
作成していますか

23%

30%

47%

PMSなどのシステムから自動作成

紙台帳等をもとに集計等を行って作成

PMSなどのシステムから情報抽出し、

集計等を行って作成
集
計
作
業

必
要

不
要

宿泊税の徴収や申告に関して、実務面で苦労していること、
課題だと感じていることはありますか（複数回答可）

6%

21%

22%

24%

28%

その他

特になし

宿泊者からの理解が得られない

宿泊者支払時の税額算出が手間

月計表･申告書の作成事務が煩雑

「その他」意見の例

• 旅行代理店により宿泊税の徴収方法
（予約時/現地）が異なり煩雑

• OTAの価格とホテルが把握している
価格が異なる場合がある

1%

37%

21%

22%

19%

「その他」が50％以上

「宿泊料金と併せて現地徴収」が50%以上

「予約時は宿泊料金のみ徴収し、

宿泊税は現地徴収」が50％以上

「予約時に宿泊料金と併せて徴収」

（旅行代理店・OTA経由）が50％以上

「予約時に宿泊料金と併せて徴収」

（施設への直接支払い）が50％以上

宿泊税の徴収の経路とタイミングについて
それぞれの割合を教えてください

事
前
徴
収

事
後
徴
収

令和６年度 宿泊実態に関するアンケート調査 ５

（N=71）

（N=121） （N=170）

（N=107）

特別徴収・申告実務の状況について



６

◼ 宿泊税を徴収することとなった場合の課題

宿泊税を徴収することとなった場合、どのような課題や影響があると予想されますか（複数選択可）

⚫ 宿泊税を徴収することになった場合、１万円以上の宿泊料金の設定がないため影響なしが４割

⚫ 課題としては「宿泊者への説明が困難」「徴収が困難」のほか、その他意見として、税額の算出が難しいとの回答があった

5%

8%

21%

25%

42%

その他

システム改修が必要となる

宿泊者からの徴収が困難

宿泊者への説明が困難

1万円以上の宿泊料金の
設定がないため影響はない

「その他」意見の例

• 税額の算出が難しい
（部屋単位の料金設定なので宿泊人数の把握が困難）

• 宿泊料金はＯＴＡ経由なので宿泊者から直接に
支払いは受けず徴収が困難

• 宿泊者の総支払額が増えてしまうので宿泊料金を
下げざるを得なくなる

• 宿泊税を課税されると固定コストが上がり廃業に追い込
まれる（特に島では家族経営の小規模宿泊事業が大半で
経営状況が良くないところが多い）

（N=195）

令和６年度 宿泊実態に関するアンケート調査

（簡易宿所･民泊）宿泊税を徴収することになった場合の課題
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4%

18%

4%

74%

その他経由 50％以上

直接予約 50％以上

旅行代理店経由 50％以上

OTA経由 50％以上

⚫ 回答者のうちＯＴＡ（オンライン旅行代理店）を経由した予約が最多であると回答した施設

について、ホテル･旅館は７割超、簡易宿所・民泊では５割超

【ホテル･旅館】

4%

35%

8%

53%

その他経由 50％以上

直接予約 50％以上

旅行代理店経由 50％以上

OTA経由 50％以上

【簡易宿所･民泊】

※各施設ごとの予約経路の割合であり、実際の予約件数の比率と必ずしも一致しない点に注意

◼ 予約経路

⚫ （国籍）ホテル･旅館、簡易宿所･民泊ともに、日本人と外国人に大きな差はない

⚫ （宿泊目的）ホテル･旅館、簡易宿所･民泊ともに、観光がビジネスを上回った

【宿泊目的】

23%

77%

ビジネスが50％以上

観光が50％以上

（N=246）

9%

91%

ビジネスが50％以上

観光が50％以上

（N=130）

ホ
テ
ル

旅
館

簡
易
宿
所

民
泊

47%

53%

日本人が50％以上

外国人が50％以上

48%

52%

日本人が50％以上

外国人が50％以上

【国籍】

ホ
テ
ル

旅
館

簡
易
宿
所

民
泊

（N=276）

（N=143）

◼ 宿泊者の国籍及び宿泊目的

予約経路について、おおよその割合を教えてください
（直近１年間＝2023年10月～2024年9月）

宿泊者の国籍・宿泊目的について、おおよその割合を
教えてください（直近１年間＝2023年10月～2024年9月）

（N=265）

（N=143）

令和６年度 宿泊実態に関するアンケート調査

予約経路・宿泊者の国籍及び宿泊目的

８

略Ｐ



平均稼働率（年間）

◼ 平均稼働率（年間）

年間の平均稼働率を教えてください（直近1年間＝2023年10月～2024年9月）

⚫ ホテル･旅館：平均７３％ 稼働率８０％以上の施設が半数近い中、７０％以下の施設も一定数存在

⚫ 簡易宿所･民泊：平均５４％ 稼働率４０％以下の施設が１／３

30%

13%

11%

18%

16%

5%

7%

～40％

40～50％

50～60％

60～70％

70～80％

80～90％

90％～

8%

4%

7%

15%

17%

28%

21%

～40％

40～50％

50～60％

60～70％

70～80％

80～90％

90％～

簡易宿所･民泊

平均：73％ 平均：54％

ホテル･旅館

（N=266） （N=130）

令和６年度 宿泊実態に関するアンケート調査 ９
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74%

19%

4%

4%

1万円未満

1万円以上

1万5千円未満

1万5千円以上

2万円未満

2万円以上

3万円未満

14,000 

25,000 

10,500 

13,000 13,000 
12,000 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

24,000

26,000
最高価格 最低価格

ホ
テ
ル
Ａ

ホ
テ
ル
Ｂ

・・・

◼ （修学旅行受入れ「あり」と答えた施設に対して）

・修学旅行生の宿泊料金について、平均宿泊料金と、年間で最も高い時期と安い時期の宿泊料金を教えてください
・受け入れる修学旅行生が宿泊者全体に占める割合を教えてください （いずれも直近１年間＝2023年10月～2024年9月）

（N=27）

⚫ 修学旅行生受入れを行う施設の７割が、平均宿泊料金は１万円未満と回答

⚫ 修学旅行も時期や曜日などによって料金が変動しており、最高価格が１万円を超過しているとの回答が３割弱

（N=22）

※宿泊料金は大人１人１泊あたりの素泊まり料金とサービス料（食事代・消費税等を除く）

平均宿泊料金 宿泊料金の価格帯

10令和６年度 宿泊実態に関するアンケート調査

修学旅行受入れ施設における年間宿泊料金 略Ｐ



⚫ 導入割合はホテル･旅館では８割、簡易宿所･民泊では１割

◼ ホテル管理システム（ＰＭＳ）について

⚫ ホテル･旅館、簡易宿所･民泊いずれも100万円未満が７割超

ホテル管理システム（ＰＭＳ）を導入していますか

・仮に宿泊税制度が見直される場合（簡易宿所･民泊に
ついては課税対象となった場合）のシステム改修費は
どの程度になりますか

簡易宿所･民泊

ホテル･旅館 導入
78％

未導入
22％

導入
13％

未導入
87％

令和６年度 宿泊実態に関するアンケート調査

◼ ＰＭＳの導入費用
・ＰＭＳの導入費用と年間ランニングコストを教えてください
・宿泊税機能追加の改修等に要した費用も教えてください

（ホテル･旅館） 導入費用は３割が50万円未満、宿泊税改修費用は７割が50万円未満

（簡易宿所･民泊）導入費用･ランニングコストともに８割超が50万円未満

宿泊税課税対象ではないため
機能追加改修についての

質問は無し

68%

12%

12%

3%

6%

50万円未満

50万円～100万円

100万円～500万円

500万円～1,000万円

1,000万円以上

宿
泊
税
機
能
追
加

の
改
修
時

（N=34）

45%

14%

30%

4%

7%

50万円未満

50万円～100万円

100万円～500万円

500万円～1,000万円

1,000万円以上

年
間
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト （N=56） （N=17）

33%

11%

30%

15%

11%

50万円未満

50万円～100万円

100万円～500万円

500万円～1,000万円

1,000万円以上

導
入
費
用

（N=54）

（N=17）

【ホテル･旅館】 【簡易宿所･民泊】

88%

6%

6%

50万円未満

50万円～100万円

100万円以上

【ホテル･旅館】 【簡易宿所･民泊】

82%

18%

0%

50万円未満

50万円～100万円

100万円以上

51%

22%

11%

10%

6%

50万円未満

50万円～100万円

100万円～500万円

500万円～1,000万円

1,000万円以上

（N=63）

9%

0%

18%

36%

36%

1,000万円以上

500万円～1,000万円

100万円～500万円

50万円～100万円

50万円未満

（N=11）

略Ｐ
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ホテル管理システム（ＰＭＳ）に関するコスト 略Ｐ

（N=126）

（N=147）



ホテル･旅館

（N=88）

• 宿泊税の徴収実務を簡素化して欲しい（ＯＴＡ経由での徴収、フロントでの徴収、キャンセルの対応、申告書作成
等が負担）（２０件）

• 一律定額にするなど、制度を簡素化してほしい（１４件）

• 課税免除基準の引上げ（８件）

• 宿泊税を廃止してほしい（６件）

• 宿泊税の使途を明確に示してほしい（６件）

• 特別徴収交付金の引上げ（３件）

• 高価格帯に対する税率引上げ（３件）

• 宿泊税の周知（３件）

• 観光施策を強化してほしい（３件）

• 宿泊税の引上げはしないでほしい（１件）

簡易宿所･民泊

（N=43）

• 宿泊税課税に反対（宿泊税を課税されたら宿泊客が減ってしまう等）（２１件）

• 宿泊税の徴収実務が困難（現地払いを行っていないので徴収困難、宿泊者数の把握が困難など）（８件）

• 宿泊日数制限の緩和（１件）

• 宿泊税の使途を明確に示してほしい（１件）

⚫ ホテル･旅館からは、徴収実務や制度について簡素化を図り、負担を減らしてほしいとの意見が意見全数（８８件）の約４割

⚫ 簡易宿所･民泊からは、宿泊税の課税対象となることに反対する意見が意見全数（４３件）の約５割

宿泊税全般についてご意見等ありましたら教えてください（自由記述）

令和６年度 宿泊実態に関するアンケート調査 12

略Ｐ宿泊税全般についての自由意見（主なもの） 略Ｐ


	スライド 1: 参考資料  令和６年度 宿泊実態に関するアンケート調査
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8: その他の資料
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13

